
米軍広報写真にみる
南大東島の人々 1

キャラウェイ高等弁務官を迎える　
1961 年（昭和 36）6月8日

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑦ ⑧

高等弁務官と握手する女の子
1961 年（昭和 36）6月8日

高等弁務官と握手する子供たち
1961 年（昭和 36）6月8日

高等弁務官と語らう島の男性
1961 年（昭和 36）6月8日

高等弁務官と握手する島の男性
1961 年（昭和 36）6月8日

高等弁務官に花束を贈る
1961 年（昭和 36）6月8日

花束贈呈の女の子
1961 年（昭和 36）6月8日 

キャラウェイ高等弁務官と記念撮影　
1961 年（昭和 36）6月8日

高等弁務官を迎える島の女性
1961 年（昭和 36）6月8日



米軍広報写真にみる
南大東島の人々 2

高等弁務官資金交付式にて
1962 年（昭和 37）1月12日

⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ⑮
ランパート高等弁務官と記念撮影
1969 年（昭和 44)7月31日

高等弁務官と記念撮影。
1969 年（昭和 44)7月31日

高等弁務官との会合に集まった人々。
役場にて　

1969 年（昭和 44)7月31日

高等弁務官資金交付式に集まった島の人々
1966 年（昭和 41）3月30

高等弁務官との会合に集まった人々。
役場にて　

1967 年（昭和 42)2月27日



シュガートレイン 

サトウキビ運搬用鉄道に乗る政府関係者
1966 年（昭和 41）3月 30 日

キャラウェイ高等弁務官　南大東島視察
1961 年（昭和 36）6月 8日

キャラウェイ高等弁務官　南大東島視察
1961 年（昭和 36）6月 8日

サトウキビ運搬用鉄道に乗るワトソン高等弁務官ら
1965 年（昭和 40）7月 15 日

キャラウェイ高等弁務官歓迎の門の左手に駅舎
が映っています　1961 年（昭和 36）6月 8日

UNGER EXPRESS とは高等弁務官「アンガー急行」
の意味です。中央にいる高等弁務官もにっこり　
1967 年（昭和 42）2月 27 日
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南大東島と戦争

ラサ島関係資料　来翰綴　沖大東島　森田隊
1945 年（昭和 20）9月 1日～ 10 月 13 日

Copy of uncontrolled mosaic map of Minami 
Daito Jima（米軍作成地図）　
1945 年（昭和 20）6月 20 日調製

第 38.1 機動部隊作戦報告書　
1945 年（昭和 20）6月 14 日

ラサ島関係資料　發翰綴　沖大東島　森田隊　
1945 年（昭和 20）9月 1日～ 10 月 14 日

戦争末期、大東諸島には日本軍の部隊が配備されていました。この 2 つの簿冊は、南大東島の歩兵第
36 連隊南大東島守備隊本部大東島守備隊と沖大東島（ラサ島）の森田隊の往復文書です。敗戦を迎え
た守備隊員がラサ島を出るまでの動向が記録されています。ラサ島守備隊長だった森田芳雄氏からの
寄贈文書です。森田隊は食糧が底をついたこと、米軍が上陸して隊の武器を接収したことなどを報告
しました。大東島守備隊からは降伏後の心構えなどが伝えられています。

米軍が作成した 1945 年 5 月 28 日から 6 月 13 日までの
作戦報告書。副題に「九州・南大東・沖大東攻撃、及び
さらなる沖縄占領支援作戦を含む」とあります。6 月中
旬に日本軍の組織的抵抗が終結する直前の戦況です。右
の記録には 1945 年 6 月 2 日午前 7 時 45 分に「南大東に
爆弾を投下した」とあります。部隊がそれぞれ作成した
報告書から、南大東が攻撃された日時を知ることができ
ます。公文書館はこのような米軍の沖縄戦記録を収集し
ています。

米軍艦隊第二空中写真解析部隊が 1944 年 12 月 31 日
に撮影した空中写真を継ぎ合せて作成した地図です。
沖縄侵攻作戦以前の島の様子がわかります。
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高等弁務官がやってきた

島に到着した第 3代高等弁務官
ポール・Ｗ・キャラウェイ中将

左端が第 4代高等弁務官
アルバート・ワトソン・ジュニア中将

◎高等弁務官ってどんな人？

沖縄は 1945 年から 1972 年まで米国
施政権下にありました。占領米軍の機
関である琉球列島米国民政府の最高責
任者は、1957 年までは民政副長官で
したが、以後は高等弁務官が沖縄を治
め、沖縄住民の政府である琉球政府を
支配下において絶大な権力を持ってい
ました。高等弁務官はたびたび離島視
察に出向き、特別資金で島に必要な施
設や物資を寄附するなどしました。

1966 年（昭和 41）
11 月 2日着任

中央が第 6代高等弁務官
ジェームズ・E・ランパート中将

高等弁務官特別資金に関する文書
　Minami and Kita Daito-son
1967 年（昭和 42）2 月 27 日に来島
したアンガー弁務官の日程表です。午
前 8 時に普天間飛行場を出発して 9 時
30 分に南大東島に着陸。視察や地元
の関係者との昼食会の後、4 時間の滞
在を終えて午後 1 時 30 分に普天間へ
向けて飛び立ちました。

ワーナー民政官 ( 左から 3
人目 )、小波蔵政光副行政府
主席 ( 左から 4 人目 )、大田
昌知内務局長 ( 左から 3 人
目 )、久貝良順法務局長 ( 右
端 )

知花俊夫北大東村長、嘉
納勉南大東村長ととも
に。

沖縄の日本復帰により、
最後の高等弁務官となり
ま し た。1969 年（昭 和
44）1 月 28 日 着 任、
1972 年（昭和 47）5 月
14 日離任
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1964 年（昭和 39）
8月 1日着任

1961 年（昭和 36）
2月 16 日着任

中央が第 5代高等弁務官
フェルディナンド・T・アンガー中将



写真ニュースNo.345　南大東島に食料を緊急空輸
1968 年（昭和 43）9月

◎米軍は非常事態に陥った大東諸島にしばしば軍用
機を飛ばせて救援活動をしました。食糧の空輸や、
救急患者の搬送を「愛の空輸」と呼んでいました。

南大東島の子供を救った二度の緊急飛行
『守礼の光』 1971 年（昭和 46）5月号

Mercy Flights　
「愛の空輸　琉球人と日本人の救急搬送」
1970 年（昭和 45）6月 4日
1970 年 1 月から 5月の間に行われた「愛の空輸」の
リストです。南大東から那覇まで 3 回、北大東から
那覇まで 1 回のフライトがありました。沖縄全体で
は年間 50 人弱の急患輸送が記録されています。

愛の空輸　Mercy　Flight
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◎南大東小中学校は、1908 年（明治 41）に私立学校として創立され、戦後は沖縄民政府の指示で「南大
東初等学校」に改称しました。琉球政府文書の「学校施設台帳　南大東小中学校　 1967 年（昭和 42）～
1970 年（昭和 45）」には、1970 年頃の学校施設調査表、「昭和 45年度学校要覧」などが一式含まれており、
学校の状況がわかります。

学 校

「校地・施設・校舎・教室配置見取図」
1968 年（昭和 43）以降

「昭和 45年度　南大東小学校　学校要覧」

南大東小学校　「学校施設調査表」

右上の学校要覧にある見取図とは年代が異なります。

1970 年（昭和 45）5月 4日現在。
伊是名良達校長先生の名前が見えます。
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琉球政府法務局長より大田政作あて
/南・北大東島土地所有権問題に関する経緯
1966 年（昭和 41）7月 19 日

正面に着席しているのがキャラウェイ高等弁務官
1961 年（昭和 36）6月 8日

琉球政府行政主席だった大田政作は、主席を退任し
た後も当時の懸案事項だった大東島の土地問題を気
にかけていました。その後の状況を琉球政府法務局
長に問い合わせた際の回答文書です。

◎大東では 1917 年以来、八丈島からの入植者と日糖興業の間で、開拓地の所有権をめぐる争いがありました。
1961 年（昭和 36）、来島したキャラウェイ高等弁務官は住民たちから土地所有権認定問題の解決を要請され、
米琉合同土地諮問委員会に調査を命じて解決に乗り出しました。3 年後の 1964 年（昭和 39）7 月、USCAR
布告 22 号によって南北大東島の耕作地合計約 2,420 ヘクタールの所有権が住民に認められました。

土地所有権認定問題 1

住民との会合　
1961 年（昭和 36）6月 8日
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立法院第 36回議会　南北大東村関係資料綴　
南大東島の行政視察　1968 年（昭和 43）3月

「住民の手にもどった大東島」　松川久仁男（琉球商工会議所事務局長）
『守礼の光』1964 年（昭和 39）11 月号

土地所有権認定問題 2

住民が琉球政府有地となる日糖の社有地を南大東村へ移譲する
こと、土地登記登録税についても特別措置による減免などを求
めたことから、立法院調査団が来島した時の記録です。社有地
が琉球政府有地→村有地→農地法による住民への払下げが実現
したのは 1977 年（昭和 52）のことでした。
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写真ニュース No.363　南大東島の飛行場と港を改修
1969 年 1月 30 日

飛行場、港、道路



南大東空港ターミナル関係 1967 年度繰越　1968 年度

市町村道路台帳　道路現況調査（回答）　
南大東村　1964 年（昭和 39）9月 4日

飛行場、港、道路など

64

ターミナルビルの建設は地盤が軟弱のため工事が難航し、資材や作
業員の調達も苦労を重ねて、ようやく完成しました。左は琉球政府が
工期延長を承認した文書、右は村からの事業完了報告書です。

このとき建てられたターミナ
ルビルは、現在ラム酒製造
所として使用されています。

左から嘉納勉村長、USCAR 副民政官ネイ
ピアー大佐、知花俊夫北大東村長、大田
昌知立法院議員

村が琉球政府建設運輸局土木課に提出した道路現況調査報告。コ
ンクリート製、木製の橋の数、舗装道路の長さなどのデータがあり
ます。線路の記述があるのが南大東の特色ですね。
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南大東村、北大東村に
公民館建設資金として高等弁務官資金を交付
1966 年（昭和 41）3月 30 日 



気候表　南大東島側候所琉球気象台
1957 年（昭和 32）9月

大東島からおよそ 300km以内を通過した台風
「1970 年度　村勢要覧」より

南大東島における高層気象観測に関する覚書
1961 年（昭和 36）1月

気 象   
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日本政府運輸省気象庁長官と琉球気象台長が取り交わした覚書。
当時の南大東は米国施政権下にあったので、日本政府との取り
決めには USCAR の承認が必要でした。文書の最後には三者の
署名が揃っています。日本復帰後もこの観測は継続しており、
重要な気象データを提供しています。

1955 年 1月 25 日発生した竜巻の記録があります。
死者 4名、全壊家屋 9、その他農業物の被害が甚
大でした。

以前は台風に女性の名前を付けていました。
大東島に接近する台風の数、この頃はなん
だか少ないような気がしませんか？



米国陸軍東アジア特別活動隊 実施報告書
プロジェクト大東Ⅱ　1966 年（昭和 41）5月 2日

病院等開設許可関係　
沖縄県立那覇病院附属南大東診療所
1989 年（平成元）1月

医 療

69

68

1960 年代、沖縄ではクラミジアを病原体とする
結膜炎、トラコーマといった眼病が広がってい
ました。米国民政府と琉球政府は、WHO（世界
保健機構）のトラコーマ撲滅作戦方式を採用し、
1965 年（昭和 40）から 3年にわたって沖縄各地
で健診を実施しました。南北大東島では、米国
陸軍アジア特別活動隊が現状調査、健診、治療、
予防活動を実施しました。

米軍政下で南大東診療所が開設したのは 1946 年（昭和 21）
9 月 16 日。日本復帰に伴い県立那覇病院附属南大東診療所
となりました。1989 年（平成元）には新築工事が行われ、
県に提出した工事図面などが公文書館で保管されています。

大城氏は 1946 年（昭和 21）南大東診
療所の初代所長となり、25 年にわたっ
て住民の医療に貢献しました。
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琉米親善委員会から表彰される
大城幸伝医介輔
1954 年（昭和 29）2月 4日



「南大東島総合電化計画　1967 年」より
Energy Demand　（電力需要）

起債許可に関する書類　電気事業起債
1967 年（昭和 42）12 月

琉球政府通商産業局商工部公益事業課が作成して
USCAR へ提出した文書です。1966 年時点での電力需
要予測データ等に基づいた電化計画が立案されていま
す。鮮魚冷凍用、製糖機械用、製材用、セメントブロッ
ク工場用の他、映画館の電力需要 3.0kｗなどを想定し、
これに基づいて電化事業が実施され、1968 年 6 月 29
日に全島電化一期工事落成式が挙行されました。

南大東村長から行政主席へ提出した電気導入補助金交付申請
書です。事業計画書などが添付されています。

天水や井戸水に頼っていた南大東で、脱塩装置な
どを導入して簡易水道事業が始まったのは日本復
帰後、いまから 39 年前のことでした。待望の水
道給水を届け出る記念すべき文書です。いまは海
水淡水化によって給水されています。

南大東村　北大東村　
給水システム基本計画
1968 年（昭和 43）5月

給水開始届　
南大東村長より沖縄県知事あて　
1976 年（昭和 51）9月 4日

水と電気

琉球政府建設局都市計画課がコンサルタントに委託して
作成した給水計画書です。水質の問題を改善するために
莫大な経費が必要だと述べています。USCAR に提出する
ため英文で書かれていますが、図面には日本語表記も見
られます。
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市町村長の事務引継ぎに関する届出書　
南大東村 1978 年（昭和 53）8月10日

離島振興計画書　1971 年度　南大東村　
1969 年（昭和 44）9月1日

本籍地別人口　住民登録、1970 年３月末現在

地域振興券交付事業　
平成 11年度　
各市町村の振興券見本
南大東村　

国の緊急経済対策として交付された地域振興券。一定の要
件を満たした国民に 1 人あたり 2 万円分が渡されました。
発行元の市町村内でのみ使えることとされデザインもさま
ざまでしたが、島尻郡内の離島は共通圏内とされました。

1969 年 8 月当時、島には水道もテレビも普及していませ
んでした。離島のハンディキャップを乗り越えようと村が
作成して琉球政府に提出した計画書には、当時の状況がく
わしく記載されています。

1970 年村勢要覧に掲載のデータです。当時の住民数は
3,717 人。伊是名村を筆頭に、たくさんの地域から集まっ
てきた人々が、南大東島を支えてきたのですね。

村長を 20 年間務めた喜納勉氏から金川範光氏への村
長事務引継書。「将来企画すべき事項」として、道路
整備、村営グラウンド設置、接岸港の新設、かんが
い排水路の整備などが挙がっています。

島の振興
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展
示
番
号

資料名 資料日付 出処情報 資料コード 写真番号

米軍広報写真にみる南大東の
人々

1 キャラウェイ高等弁務官を迎える 1961年（昭和36）6月8日 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-19-2（90J）
2 キャラウェイ高等弁務官と記念撮影 同上 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-20-1（90O）
3 花束贈呈の女の子 同上 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-21-2（90T)
4 高等弁務官と握手する女の子 同上 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-17-3(90C)
5 高等弁務官と握手する子供たち 同上 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-18-3（90G）
6 高等弁務官に花束を贈る 同上 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-21-4（90V)
7 高等弁務官と語らう島の男性 同上 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-19-1（90J）
8 高等弁務官と握手する島の男性 同上 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-19-4（90M)
9 高等弁務官を迎える島の女性 同上 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-20-3（90Q)
10 高等弁務官資金交付式にて 1962年（昭和37）1月12 USCAR広報局写真資料6-2 0000112066 30-61-1(210-489J)

11
高等弁務官資金交付式に集まった
島の人々

1966年（昭和41）3月30
日

USCAR広報局写真資料4-6 0000112058 28-11-4(210-292L)

12
高等弁務官との会合に集まった
人々。役場にて

1967年（昭和42)2月27
日

USCAR広報局写真資料14-2 0000112111 51-06-2（33B1)

13 ランパート高等弁務官と記念撮影 1969年（昭和44)7月31 USCAR広報局写真資料17-3 0000112127 59-04-3（45A3)
14 高等弁務官と記念撮影。 同上 USCAR広報局写真資料17-3 0000112127 59-04-2（45A2)

15
高等弁務官との会合に集まった
人々。役場にて

同上 USCAR広報局写真資料17-3 0000112127 59-06-4（45B3)

シュガートレイン

36
サトウキビ運搬用鉄道に乗る政府関
係者

1966年（昭和41)3月30
日

USCAR広報局写真資料4-6 0000112058 28-11-2(210-292J)

37
サトウキビ運搬用鉄道に乗るワトソン
高等弁務官ら

1965年(昭和40)7月15日 USCAR広報局写真資料11-3 0000112095 43-15-3(75K2)

38
UNGER EXPRESS＝高等弁務官アン
ガー急行

1967年（昭和42)2月27
日

USCAR広報局写真資料14-2 0000112111 51-09-3（33D3)

39 キャラウェイ高等弁務官歓迎の門 1961年（昭和36)6月8日 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-18-4(90H)

41
キャラウェイ高等弁務官　南大東島
視察

1961年（昭和36）6月8日 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-20-2（90P)

42
キャラウェイ高等弁務官　南大東島
視察

同上 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-19-3(90K)

南大東島と戦争

43
Copy of uncontrolled mosaic map of
Minami Daito Jima（米軍作成地図）

1945年（昭和20）6月20
日調製

米海軍写真資料28 0000112181 114-09-3(1401-367482)

44 ラサ島関係資料　来翰綴　森田隊
1945年（昭和20）9月1日
～10月13日

森田芳雄資料 T00001393B

45 ラサ島関係資料　發翰綴　森田隊
1945年（昭和20）9月1日
～10月14日

森田芳雄資料 0000033387

46 第38.1機動部隊作戦報告書 1945年（昭和20）6月14 海軍軍令部長室 0000015529
高等弁務官がやってきた

47
島に到着した第3代高等弁務官ポー
ル・Ｗ・キャラウェイ中将

1961年(昭和36）6月8日 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-16-1(90A)

48
左端が第4代高等弁務官アルバー
ト・ワトソン・ジュニア中将

1965年（昭和40）7月15
日

USCAR広報局写真資料11-3 0000112095 43-15-2(75K1)

49
中央が第5代高等弁務官フェルディ
ナンド・T・アンガー中将

1967年（昭和42）2月27
日

USCAR広報局写真資料14-2 0000112111 51-08-4（33C5)

50
中央が第6代高等弁務官ジェーム
ズ・E・ランパート中将

1969年（昭和44）7月31
日

USCAR広報局写真資料17-3 0000112127 59-04-4（45A4)

51
高等弁務官特別資金に関する文書
Minami and Kita Daito-son

1967年（昭和42）2月 USCAR渉外局 U81101213B

愛の空輸　Mercy　Flight

52
写真ニュースNo.345　南大東島に食
料を緊急空輸

1968年（昭和43)9月19
日

USCAR 0000082101

53
南大東島の子供を救った二度の緊
急飛行

『守礼の光』 1971年5月
号

USCAR高等弁務官府 U00000539B

54
Mercy Flights　「愛の空輸　琉球人と
日本人の救急搬送」

1970（昭和45）6月4日 USCAR厚生教育局 U80800223B

学校

55
学校施設台帳　1967年　南大東小
中学校　154

1967年（昭和42）～1970
年（昭和45）

琉球政府文局管理部施設課 R00162373B

土地所有権認定問題
56 キャラウェイ高等弁務官（正面に着 1961年（昭和36）6月8日 USCAR広報局写真資料11-5 0000112097 44-21-1（90S)
57 キャラウェイ高等弁務官　住民との会 1961年（昭和36）6月8日 USCAR広報局写真資料20-3 0000112141 66-14-2（90B)



58
琉球政府法務局長より大田政作あ
て/南・北大東島土地所有権問題
に関する経緯

1966年（昭和41）7月19
日

大田政作文書 0000063907

59
立法院第36回議会　南北大東村
関係資料綴　南大東島の行政視

1968年（昭和43）3月 琉球政府立法院行政法務調査室 R00158452B

60
「住民の手にもどった大東島」　松川
久仁男（琉球商工会議所事務局

『守礼の光』1964年11月
号

USCAR高等弁務官府 U00000391B

飛行場、港、道路

61
写真ニュース No.363　南大東島の
飛行場と港を改修

1969年（昭和44）1月30
日

USCAR 0000082101

62
南大東空港ターミナル関係　1967
年度繰越

1968年度（昭和43） 琉球政府通商産業局運輸部海運課 R00069502B

63
南大東村、北大東村の両村に公民
館建設資金として高等弁務官資金
を交付

1966年（昭和41）3月30
日

USCAR広報局写真資料4-6 0000112058 28-09-1(210-292A)

64
市町村道路台帳　道路現況調査
（回答）　南大東村

1964年（昭和39）9月4日 琉球政府建設運輸局土木課 R00074041B

気象

65
南大東島における高層気象観測に
関する覚書

1961年（昭和36）1月 USCAR公益事業局 U81400373B

66
気候表　南大東島側候所　琉球気
象台

1957年（昭和32）9月 企画局統計庁統計基準課 R00006829B

67
大東島からおよそ300km以内を通過し
た台風　「村勢要覧　1970年」より

ー 琉球政府文局管理部施設課 R00162373B

医療

68
病院等開設許可関係　沖縄県立
那覇病院附属南大東診療所

1989年（平成元）1月 沖縄県環境保健部医務課 0000106466

69
米国陸軍東アジア特別活動隊 実
施報告書　プロジェクト大東Ⅱ

1966年(昭和41）5月2日 USCAR厚生教育局 U80800603B

70
琉米親善委員会から表彰される大
城幸伝医介輔

1954年（昭和29）2月4日 占領初期沖縄関係資料　陸軍42 0000112226 07-85-3(446437)

水と電気

71
南大東村　北大東村　給水システ
ム基本計画

1968年（昭和43）5月 琉球水道公社 U99001013B

72
給水開始届　南大東村長より沖縄
県知事あて

1976年（昭和51）9月4日 沖縄県環境保健部環境整備課 P00019556B

73
「南大東島総合電化計画　1967
年」より　Energy Demand(電力需要）

1967年（昭和42） USCAR公益事業局 U81400803B

74
起債許可に関する書類　電気事業
起債

1967年（昭和42）12月 琉球政府総務局行政部地方課 R00002847B

島の振興

75
市町村長の事務引継ぎに関する届
出書　南大東村

1978年（昭和53)8月10
日

沖縄県総務部地方課 0000103978

76
地域振興券交付事業　平成11年
度　各市町村の振興券見本　南大

1999年度（平成11年度） 沖縄県企画開発部市町村課 000106760

77
離島振興計画書　1971年度　南大
東村

1969年(昭和44）9月1日 琉球政府企画局企画部 R00005624B

78
本籍地別人口　住民登録、1970年
３月末現在　「村勢要覧　1970年」よ

ー 琉球政府文局管理部施設課 R00162373B
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